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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

吉田教明・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パーキン
ソン病モデルマウスを用いた咀嚼・嚥下障害
発症メカニズムの解明と治療法開発」

佛坂斉祉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔がん
の進展・転移における低酸素環境下でのcPLA2
の働き」

佛坂斉祉・准教授 日本学術振興会 分担
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フレイルが全身に及ぼす影響の解明：動物モ
デルの行動学的・分子生物学的解析」
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科学研究費助成事業 基盤研究(C)「軟食化と
神経伝達異常が咀嚼・嚥下機能に及ぼす影響
の解明とオーラルフレイル予防戦略」
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科学研究費助成事業 基盤研究(C)「人工知能
(AI)を利用した顎顔面の成長予測技術の開
発」

古賀義之・講師 日本学術振興会 分担
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神経伝達異常が咀嚼・嚥下機能に及ぼす影響
の解明とオーラルフレイル予防戦略」

佛坂由可・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔がん
の進展・転移における低酸素環境下でのcPLA2
の働き」

佛坂斉祉・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「歯根吸収
発症における細胞小器官分解システム関連蛋
白の役割」

佛坂斉祉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「変異型
Rufy4を発現する破骨細胞の細胞外小胞を介し
た骨吸収調節機構の解明と応用」

佛坂斉祉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「硝子様変
性と破歯細胞活性を標的にしたHIF-1α阻害に
よる歯根吸収抑制機構の解明」

古賀義之・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「人工知能
(AI)を利用した顎顔面の成長予測技術の開
発」
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佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
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佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「歯根吸収
抑制におけるcPLA2の役割－硝子様変性と破歯
細胞活性を標的にして－」

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「硝子様変
性と破歯細胞活性を標的にしたHIF-1α阻害に
よる歯根吸収抑制機構の解明」

森田幸子・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「分子イ
メージングを用いて力と骨代謝の関係を究明
し矯正力を最適化する」

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「放射線に
よって活性化されるcPLA2の役割」

濱中　僚・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「人工知能
(AI)を利用した顎顔面の成長予測技術の開
発」

濱中　僚・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「人工知能
（AI）技術を利用した革新的な頭部X線規格写
真の定量化・分析手法の開発」

濱中　僚・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パーキン
ソン病モデルマウスを用いた咀嚼・嚥下障害
発症メカニズムの解明と治療法開発」

小牧博也・助教 学術大会優秀発表賞
第82回日本矯正歯科学会
学術大会

舌側ブラケットにおけるリ
バースカーブの効果 長期的な
歯の移動の有限要素解析

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

濱中　僚・助教 学術大会優秀発表賞
第82回日本矯正歯科学会
学術大会

アライナーによる空隙閉鎖時
における大臼歯近心傾斜を抑
制するためのアタッチメント
位置の検討

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「骨吸収抑
制薬剤関連顎骨壊死に対するMRIの役割」

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「歯根吸収
発症における細胞小器官分解システム関連蛋
白の役割」
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